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基準値統一化



平成２6年度

第４回 平成２６年１１月２１日

第５回 平成２７年 １月２３日

第６回 平成２７年 ３月２０日

平成２７年度

第１回 平成２７年 ５月２２日

第２回 平成２７年 ８月２１日

測定日

※ ２７年度より４回/年に変更しました！

基準値適応調査

今年度より“結果報告”および“集計結果”は全施設
インターネットを使用しておこなっています。



調査項目（全17項目）および集計報告

★酵素項目は“ＪＳＣＣ標準化対応試薬の使用”と“ＥＲＭでの検量”を参加条件としていま

す。

酵素６項目

•ＡＳＴ

•ＡＬＴ

•ＬＤ

•ＡＬＰ

•γ-ＧＴ

•ＣＫ

11項目（A）

•ＴＰ

•ＢＵＮ

•ＣＲＥ

•ＵＡ

11項目（B）

•Ｎａ・Ｋ・Ｃｌ

•Ｔ-Ｃｈｏ

•ＨＤＬ

•ＴＧ

•ＧＬＵ

HDL試薬別 クイックオート ネオ HDL-C ４施設

HDLC AHDL ２施設

メタボリード HDL-C ５施設

コレステストN HDL クオリジェント HDL ２５施設

Ｌタイプ HDL-C・Ｍ３ ３施設

平成２７年８月現在



調査試料

“市販精度管理用血清”を使用

脂質３項目

•脂質ｺﾝﾄﾛｰﾙﾜｺｰ（凍結乾燥品）

脂質以外１４項目

•Ｌ-スイトロール（液状凍結品）



基準値適応調査

参加施設数推移
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報告値が５％以上乖離した施設数
平成２６年度第４回～２７年度第２回
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試料２

２６年度第４回

２６年度第５回

２６年度第６回

２７年度第１回

２７年度第２回



ＣＶ％（酵素６項目）
2６年度第４回～２７年度第２回

試料１ ＡＳＴ ＡＬＴ ＬＤ ＡＬＰ ＧＧＴ ＣＫ

２６年度第４回 2.6 3.3 1.3 2.0 2.2 1.1

２６年度第５回 3.4 3.0 1.2 2.0 2.3 1.8

２６年度第６回 2.1 2.3 1.4 1.8 4.5 1.5

２７年度第１回 2.2 2.6 1.5 2.0 2.1 1.4

２７年度第２回 2.9 1.9 1.2 2.1 2.4 1.5

試料２ ＡＳＴ ＡＬＴ ＬＤ ＡＬＰ ＧＧＴ ＣＫ

２６年度第４回 1.9 1.8 1.2 2.2 1.9 1.4

２６年度第５回 1.8 2.1 1.5 2.0 2.1 1.6

２６年度第６回 2.1 1.9 1.6 2.2 1.6 1.5

２７年度第１回 1.9 1.7 1.6 1.8 1.6 1.7

２７年度第２回 1.6 1.2 1.3 2.2 1.9 1.6





ＣＶ％（１１項目Ａ）
2６年度第４回～２７年度第２回

試料１ ＴＰ ＢＵＮ ＣＲＥ ＵＡ

２６年度第４回 1.9 2.0 2.6 1.5

２６年度第５回 1.7 1.9 3.6 1.6

２６年度第６回 2.1 2.1 3.0 1.7

２７年度第１回 1.4 1.8 2.6 1.4

２７年度第２回 1.8 1.2 2.2 1.6

試料２ ＴＰ ＢＵＮ ＣＲＥ ＵＡ

２６年度第４回 1.9 1.5 1.4 1.4

２６年度第５回 1.7 1.7 1.7 1.4

２６年度第６回 1.7 1.9 1.5 1.3

２７年度第１回 1.6 1.8 1.2 1.5

２７年度第２回 1.9 1.2 1.3 1.1



ＣＶ％（１１項目Ｂ）
2６年度第４回～２７年度第２回

試料１ Ｎａ Ｋ Ｃｌ Ｔ-Ｃ ＨＤＬ ＴＧ ＧＬＵ

２６年度第４回 0.7 1.0 1.7 1.7 4.0 2.8 1.8

２６年度第５回 0.6 1.2 1.7 1.4 3.5 3.2 2.0

２６年度第６回 0.7 1.1 1.6 1.4 3.8 2.5 2.1

２７年度第１回 0.8 0.9 2.1 1.2 4.2 3.0 1.9

２７年度第２回 0.5 1.0 2.3 1.3 4.4 2.5 2.1

試料２ Ｎａ Ｋ Ｃｌ Ｔ-Ｃ ＨＤＬ ＴＧ ＧＬＵ

２６年度第４回 0.6 1.0 1.4 1.8 4.4 2.6 1.3

２６年度第５回 0.6 1.2 1.5 1.3 3.9 2.2 1.2

２６年度第６回 0.7 1.2 1.3 1.6 4.2 1.9 1.5

２７年度第１回 0.6 1.2 1.8 1.1 4.5 1.6 1.1

２７年度第２回 0.6 0.9 1.8 1.4 4.8 2.5 1.3



ＣＶ％（ＨＤＬ試薬別）
2６年度第４回～２７年度第２回

試薬名
シノテスト
クイックオート

ネオ

シーメンス
AHDL

協和メデックス
メタボリード

積水メディカル
コレステストN
クオリジェント

和光純薬
Ｌタイプ・Ｍ３

施設数 4 2 5 25 3

試
料
１

２６年度第４回 0.6 4.7 1.2 1.8 1.2

２６年度第５回 3.1 6.4 1.4 1.4 0.7

２６年度第６回 1.1 0.0 0.7 2.0 1.3

２７年度第１回 4.4 10.6 2.7 2.0 2.3

２７年度第２回 1.9 1.4 1.1 2.7 1.2

試
料
２

２６年度第４回 2.2 3.5 2.0 1.7 1.7

２６年度第５回 3.0 1.1 1.6 1.4 1.0

２６年度第６回 1.8 0.8 1.5 2.0 1.7

２７年度第１回 2.9 10.3 2.6 2.1 1.8

２７年度第２回 3.1 1.5 1.0 2.7 0.9



集計報告日数と報告回数
2６年度第４回～２７年度第２回

H26年度
4回

H26年度
5回

H26年度
6回

H27年度
1回

H27年度
2回

測定日 H26.11.21 H27.01.23 H27.03.20 H27.05.22 H27.08.21

報告日 H26.12.01 H27.02.02 H27.03.30 H27.06.01 H27.08.31

修正報告日 H26.12.02 H27.06.03 H27.09.02

再修正報告日 H27.06.04

初回報告日数 10日目 10日目 10日目 10日目 10日目

修正回数 1回 0回 0回 2回 1回

最終報告日数 11日目 10日目 10日目 13日目 12日目



まとめ
調査17項目においては、測定法の統一や
標準物質の整備などによる標準化が進み、
参加施設のデータは概ね共有可能なレベル
が維持されています。

しかし、毎回平均値から外れる報告値
（▼▲マーク）がみられます。報告書は必
ず確認いただき、必要に応じ対処してくだ
さい。

内部精度管理と合わせこの調査を活用し
データの精度を維持してください。



これまで、検査データの施設間是正と“富
山県統一基準値”の採用を目的に“基準値適
応調査”を実施してきました。委員会では当
初の目的は達成できたと考えています。

しかし、この調査は一般的な外部精度管理
調査とは異なり、施設名の公表や定期的な年
数回の実施、特に集計結果が迅速に報告され
修正もしている点で有意義な調査であると考
えています。データ共有レベルの維持のため
にも今後も継続すべきと考えています。

基準値適応調査について



日本臨床検査標準化協議会（JCCLS）が
平成26年3月に公開された“共用基準範囲”
が、日本医師会をはじめJCCLS会員の29学
会・団体の同意あるいは賛同を得て、平成27
年8月に各団体への普及依頼文が発送されま
した。決定している技師会や承認する学会が
増えており採用に向けての環境整備が進んで
います。富山県においても採用に向けての取
り組みが必要となってきています。

JCCLS共用基準範囲


